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; 認叡

蕊
ゴ
ン
ち
ゃ
ん
、
ロ
ン
ち
ゃ
ん
、
ジ
ュ
ン
ち
ゃ
ん
、
サ
ブ
ち
ゃ
ん
、

フ
ク
ち
ゃ
ん
、
ベ
ル
ち
ゃ
ん
、
マ
ル
ち
ゃ
ん
、
チ
コ
ち
ゃ
ん
、
ゴ

ロ
ゥ
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
は
我
が
腕
白
息
子
「
ノ
ン
ノ
ン
」
が
、
は
か

ら
ず
も
知
り
合
っ
た
よ
き
友
人
、
い
や
、
雨
が
降
ろ
う
が
、
風
が

吹
こ
う
が
Ｈ
に
一
度
、
ハ
ナ
を
す
り
よ
せ
、
か
ら
み
あ
っ
て
遊
ぶ

〃
犬
友
″
た
ち
な
の
で
あ
る
。

ち
ん

昨
年
の
五
月
十
一
Ⅲ
、
待
ち
望
ん
で
い
た
〃
抑
″
の
赤
ん
坊
、

「
ノ
ン
ノ
ン
」
と
初
め
て
〃
親
子
″
の
対
面
を
し
た
Ｈ
、
離
乳
食

を
や
っ
と
口
に
し
始
め
る
の
を
ま
っ
て
養
子
に
き
た
ノ
ン
ち
ゃ

ん
。
ぬ
い
ぐ
る
み
の
小
犬
の
様
に
何
と
も
い
え
な
い
可
愛
ら
し

さ
。
抱
き
し
め
て
い
る
私
の
幸
せ
そ
う
な
顔
を
、
拒
人
が
あ
ん
な

嬉
し
そ
う
な
顔
し
た
の
初
め
て
見
た
、
と
い
っ
た
。
（
我
が
花
子

動
物
園
造
園
係
主
任
山
下
照
吉
氏
宅
よ
り
養
子
縁
組
）
。

霞 卿
…

程
の
白
い
斑
点
が
あ
り
、
歩
く
時
は
気
取
る
ど
こ
ろ
か
何
時
も
地

面
を
必
死
に
か
ぎ
な
が
ら
歩
き
、
鼻
の
頭
が
す
り
む
け
な
い
か
と

私
を
心
配
さ
せ
ま
す
。

「
ノ
ン
ノ
ン
、
あ
ん
た
本
当
に
抑
な
ん
や
ろ
ネ
、
あ
ん
た
の
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
は
ど
ん
な
ん
か
ナ
」

主
人
は

「
ノ
ン
ノ
ン
お
ま
え
男
前
す
ぎ
て
あ
か
ん
の
や
、
マ
マ
み
た
い
に

も
っ
と
不
細
工
な
顔
に
な
れ
。
そ
の
ほ
う
が
値
う
ち
が
出
る
の
や

》
て
」何

と
い
わ
れ
て
も
ノ
ン
ノ
ン
は
お
肉
さ
え
食
べ
さ
せ
て
も
ら
え

た
ら
幸
せ
と
ば
か
り
に
血
，
刑
円
も
す
る
牛
肉
を
ぺ
ろ
り
と
平
げ

ま
す
。
お
風
呂
が
大
好
き
で
汗
だ
く
に
な
っ
て
い
る
私
を
尻
目
に

ヘ
ャ
ー
ド
ラ
ィ
ャ
－
を
か
け
て
い
る
と
居
眠
り
を
し
て
し
ま
い
、

柱
で
ゴ
ッ
ン
と
頭
を
う
っ
て
あ
わ
て
て
ｎ
を
さ
ま
し
座
り
な
お
し

て
い
ま
す
。

「
ノ
ン
ち
ゃ
ん
、
チ
ェ
リ
ー
姉
ち
ゃ
ん
や
金
ち
ゃ
ん
銀
ち
ゃ
ん
も

み
ん
な
お
風
呂
が
好
き
で
、
毎
日
は
い
っ
た
の
ョ
」

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
チ
ェ
リ
ー
姉
ち
ゃ
ん
の
着
た
毛
糸
の
チ
ャ
ン

チ
ャ
ン
コ
を
き
て
散
歩
す
る
ノ
ン
ち
ゃ
ん
。

「
お
母
ち
ゃ
ん
ち
ょ
っ
と
過
保
護
す
ぎ
る
の
と
違
う
か
。
ノ
ン
ノ

ン
迷
惑
が
っ
て
る
よ
」

１
３

黒い大きな砿で不安そうに私孝貝上げていました……

ｌ
小
さ
い
真
向
意
塊
か
ら
ド
ク
ド
ク
と
卿
の
流
れ
が
私
の
体

に
伝
わ
り
、

「
ノ
ン
ノ
ン
こ
れ
か
ら
は
マ
マ
が
一
生
而
倒
み
て
あ
げ
る
か
ら
ネ
」

黒
い
大
き
な
瞳
が
不
安
そ
う
に
私
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。

何
も
食
べ
な
か
っ
た
ノ
ン
ノ
ン
も
二
日
目
の
お
昼
に
は
か
し
わ

の
キ
モ
焼
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
始
め
、
や
っ
と
亀
井
家
に
落
ち

着
き
ま
し
た
。
主
人
は
私
の
為
に
い
ろ
ん
な
犬
の
本
を
買
っ
て
き

て
く
れ
、
私
は
、
長
男
そ
し
て
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
育
て
、
い
ま
ま

た
、
犬
の
為
に
猛
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

抑
の
鼻
は
Ⅱ
と
Ⅱ
の
間
に
あ
る
の
が
正
し
く
、
清
楚
で
、
枠
で

歩
く
時
は
雌
を
高
く
あ
げ
気
取
っ
て
歩
く
高
貴
な
犬
だ
と
の
こ

と
、
と
こ
ろ
が
ノ
ン
ノ
ン
は
足
が
短
か
く
胴
が
長
く
、
鼻
は
普
通

の
小
犬
の
鼻
を
し
て
お
り
、
お
ま
け
に
右
の
は
し
っ
こ
に
小
豆
粒
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「
ノ
ン
ノ
ン
こ
ん
宏
服
い
や
や
っ
て
マ
マ
に
い
え
」

で
も
不
思
議
と
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
を
見
せ
る
と
散
歩
に
行
け
る

の
で
飛
ん
で
き
ま
す
。
雨
の
口
も
風
の
日
も
一
日
も
休
む
こ
と
な

く
、
犬
は
時
間
が
く
れ
ば
本
当
に
正
確
に
外
に
出
た
が
り
、
飼
主

の
心
な
ど
お
か
ま
い
な
し
に
散
歩
に
行
き
た
が
り
ま
す
。
ノ
ン
ノ

ン
は
一
番
年
少
で
公
園
に
集
ま
る
仲
間
か
ら

「
奥
さ
ん
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
よ
。
根
を
上
げ
た
ら
駄
目
で
す

よ
。
ま
だ
序
の
口
で
す
よ
」

と
い
わ
れ
、
み
な
さ
ん
の
頑
張
り
に
頭
が
下
が
り
ま
す
（
み
ん
な

飼
育
歴
二
年
か
ら
十
一
年
ま
で
）
。
ノ
ン
ノ
ン
が
来
て
か
ら
は
友
達

と
の
会
合
は
も
と
よ
り
、
大
好
き
な
デ
パ
ー
ト
歩
き
も
出
来
な
く

表
り
、
外
出
す
る
機
会
は
〃
ゼ
ロ
〃
と
た
り

「
あ
ん
た
一
体
犬
を
飼
っ
て
る
の
か
、
そ
れ
と
も
犬
に
飼
わ
れ
てハッピイ・パースデーイチェリーちゃん（左）２才のお証津日、詞

善
一

る
の
か
ど
っ
ち
な
の
。
年
老
い
て
も
犬
が
見
て
く
れ
る
わ
け
で
も

な
い
の
に
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
で
も
や
っ
ぱ
り
時
間
が
く
れ
ば

「
ノ
ン
ノ
ン
公
園
に
行
こ
う
か
、
ロ
ン
ち
ゃ
ん
き
て
る
よ
」

と
犬
と
走
り
出
す
私
で
す
。
（
泰
恵
子
記
）

と
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
記
す
妻
は
、
か
つ
て
の
こ
と
人
間
な
ら

ぬ
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
赤
ん
坊
に
オ
シ
メ
を
さ
せ
、
お
風
呂
に
入
れ
、

人
工
育
児
に
心
血
を
そ
そ
い
で
く
れ
た
。
そ
の
長
か
っ
た
歳
月
。

体
重
僅
か
八
○
○
グ
ラ
ム
（
平
均
一
、
八
キ
ロ
）
。
ひ
と
に
ぎ
り

ほ
ど
の
未
熟
児
だ
っ
た
ふ
た
ご
の
金
と
銀
ち
ゃ
ん
、
さ
ら
に
そ
の

姉
チ
ェ
リ
ー
の
三
児
を
自
宅
に
ひ
き
と
り
人
工
育
児
を
は
じ
め
て

阿
年
と
三
カ
月
。

そ
の
日
、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
二
十
四
日
、
私
た
ち
一
家
に

と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
を
い
別
れ
の
Ｈ
が
と
う
と
う
や
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
私
は
わ
ざ
と
家
族
を
外
出
さ
せ
、
だ
れ
も
い
な

く
な
っ
た
夕
暮
れ
時
、
ず
っ
し
り
重
た
い
チ
ェ
リ
ー
た
ち
三
児
を

連
れ
、
我
が
家
を
出
た
。
す
ま
な
か
っ
た
が
「
見
送
れ
ば
よ
け
い
つ

ら
く
な
る
だ
ろ
う
」
私
の
せ
め
て
も
の
心
づ
か
い
だ
っ
た
が
、
妻

と
長
男
、
い
や
私
た
ち
一
家
は
ま
る
で
火
の
消
え
た
よ
う
に
沈
ん

で
し
ま
っ
た
。
「
せ
め
て
今
夜
だ
け
も
う
一
度
連
れ
帰
っ
て
」
と
い

う
家
族
に
も
そ
れ
以
未
三
児
は
二
度
と
帰
ら
意
か
つ
た
１
．

し
か
し
、
そ
の
彼
ら
三
児
は
い
ま
生
後
十
年
。
体
重
帥
キ
ロ
を

越
す
、
ま
こ
と
に
猛
々
し
い
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
育
っ
て
く
れ
た
の

で
あ
る
。

「
や
っ
ぱ
り
う
ち
の
チ
ェ
リ
ー
た
ち
、
よ
そ
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
よ

り
、
よ
ほ
ど
か
わ
い
い
顔
し
て
い
る
」

い
つ
わ
ら
ざ
る
我
が
親
馬
鹿
の
弁
で
あ
る
が
、
い
ま
も
っ
て
彼

等
の
話
が
出
た
い
冊
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
そ
の
三
児
の
残
し
た
家
具
の
傷
あ
と
に
、

柱
の
咳
み
傷
に
、
い
ま
ま
た
こ
の
チ
ン
パ
ン
な
ら
ぬ
〃
神
君
″
が

我
が
亀
井
家
に
明
る
い
ひ
か
り
を
な
げ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
オ
イ
ノ
ノ
ン
ち
ゃ
ん
ば
か
り
肉
買
わ
ん
と
、
チ
ェ
リ
ー
た
ち
に

も
マ
ン
ジ
ュ
ー
買
っ
て
や
れ
よ
／
，
」

パ
パ
の
声
…
…
。
〈
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
〉

１
３２

１
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蕊
霞器 蕊；

罰

霧議鶴鑑隊

１画＝■ I ■＝ー｜
望1 苗速花隈駅東口

鐸４f雷

貰欠ん‐で鹿

□| ＳＣ□Ｔｌ－ＩＦＱ

灘
蝋

1３３

冨蕊

(Weekday）
ＯＰＥＮＳ８：００ｐ．ｍ．ＣＬＯＳＥＳ３：００ａ．ｍ．
(holidaY）
ＯＰＥＮＳ６．００ｐ, ｍＣＬＯＳＥＳ２：００ａ．ｍ．
1 2 時までワンドリンク
女性8 0 0 円男性1 0 0 0 円
毎週月曜日定休
( 祭日と重なるときは火曜日）
花隈中央通り4 5 盆3 ４１．２８４５

鯉L 鎧薄

| 園■■■■■■■
‘高速花隈艮尺東口
| 園■■■■■■■
‘高速花隈艮尺東口

(Weekday）
ＯＰＥＮＳ８：００ｐ．ｍ．ＣＬＯＳＥＳ３：００ａ．ｍ．
(holidaY）
ＯＰＥＮＳ６．００ｐ, ｍＣＬＯＳＥＳ２：００ａ．ｍ．
1 2 時までワンドリンク
女性8 0 0 円男性1 0 0 0 円
毎週月曜日定休
( 祭日と重なるときは火曜日）
花隈中央通り4 5 盆3 ４１．２８４５
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始瞬嚢鵬虹詰蝿し ル

日召禾口４９年度自主公演予定

大
ホ

⑥神戸文化ホール

し
壷
し
』
し
『
レ
ロ
し
『
し

揮
大
相
一
大
輝
大
蕊
大
相
一
中
潤

大

§ｉ/i２値Ｉ剛瀞伎口嘉識雲璃撫灘撚渇需『

プログラムの日時、内容は変更する場合もありますのでご了承下さい。

■モーツァルト／バッハ／コレット／
クープラン／ヴィヴァルディ等の作品
Ａ2 , 5 0 0 Ｂ2 , 0 0 0 Ｃ1 , 7 0 0 ラプシート( 2 枚組) 4 , 5 0 0

大
ホ恥卿鮎刺ド管弦楽団｡磯'難蝋Ｓ5,00 0Ａ4 , 2 0 0Ｂ３，４００Ｃ２，６００，２，０００ ﾉレ

1３４

ムロリン画マゼール

ポ

1 1 / 1 ㈲三三駐I 演奏会・琴・＝味綜・尺八
, , / 7 ㈱人阪フイル演奏会･ 副t 溌鰯W ; X 熟て
' 2 / 鯛第２! 可神戸ジャズフェスティバル
' 7 5 , / 中旬神戸五流能・観世／喜多／金剛／金春／宝生
2 / 1 0 1 月) 大阪フイル演奏会
3 / 下旬文楽・人形浄瑠璃

神戸市生田区楠町４丁目２６壷O 7 8 - 3 5 1 - 3 5 3 5

灘
中7/ 1 7 ㈱ぬし＼ぐるみ霞｣ ●こぶたのかくれんぽ･ がちょうの子ホール
大7 / 2 5 ㈱津軽＝g 未綜高橋竹山･ 津軽じよんがら三味線 ホール

大8 ／ ' ㈱文学 ﾉ 坐公 ﾗ 寅・牡丹灯篭ホール
中8 / 下旬東西落言昔二名人選・納涼落語の夕 ホール

大9 / : 閣新1 玉' 1 割・国定忠治･ 人生劇場＊_ 〃
9 / 鋤松竹歌舞伎･ 痩窯頚豊騨川中島合戦大ホール
' ０/鮒劇団四季公演・ﾐ ｭ ｰジｶ ﾙ ｢ ｳ ｴ ｽ ﾄ ｻ ｲド物語｣患，

大幻＝．＝畦韓．痔八▼高橋竹山

減譲
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郎
主
題
歌
）

こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
に
は
「
気
張
ら
な
い

で
“
中
年
シ
ン
ガ
ー
〃
と
し
て
じ
っ
く

り
歌
え
る
縦
を
ぞ
ろ
え
て
」
と
い
う
彼

で
す
。

★
赤
軍
合
唱
団

鱒
日
（
日
）
１
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
・
六
○
○
○
円
Ａ
・
四
五
○

○
円
Ｂ
・
三
八
○
○
円
Ｃ
Ｏ
二
八

○
○
円

総
勢
一
三
○
名
の
モ
ス
ク
ワ
国
立
赤
耶

合
唱
団
は
歌
と
踊
り
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

で
諒
力
強
く
偉
大
な
芸
術
団
と
し
て
世

界
的
に
有
名
。

〈
音
楽
〉

★
欧
陽
韮
罪
リ
サ
イ
タ
ル

９
日
（
木
）
①
２
時
②
６
時
半
神

戸
国
際
会
館
民
音
会
員
・
一
三
○
○

円４
月
発
売
の
新
曲
「
海
鴎
」
－
”
フ
ィ

フ
ィ
の
演
歌
″
が
聴
け
る
。

☆
岡
田
・
平
島
・
ギ
タ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト

狙
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
四
五
○
円

☆
荘
村
清
志
ギ
タ
ー
演
奏
会

妬
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
民
音
会
員
・
七
○
○
円
曲
目
／

禁
じ
ら
れ
た
遊
び
、
ア
ル
ハ
ン
プ
ラ
の

思
い
出
、
セ
ビ
リ
ア
、
他

荘
村
清
志
は
「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」
の

巨
匠
ナ
ル
シ
ソ
・
イ
エ
ペ
ス
の
愛
弟
子

で
あ
り
、
正
確
無
比
・
卓
抜
し
た
テ
ク

ー
ー
ヅ
タ
と
高
度
の
音
楽
性
を
も
つ
妬
才

の
現
代
日
本
を
代
表
す
る
ギ
タ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
中
。

☆
洞
兵
庫
県
芸
術
祭
１
京
都
市
交
響
楽

団
特
別
演
奏
会
・
マ
ー
ラ
ー
交
響
曲
第

２
番
「
復
活
」

Ⅳ
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

Ｃ
・
二
○
○
○
円
Ｄ
・
一
五
○
○
円

Ｅ
・
一
○
○
○
円

★
土
曜
コ
ン
サ
ー
ト
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ

ン
ッ
・
コ
ン
サ
ー
ト

出
日
（
土
）
９
時
県
民
小
劇
場

★
上
条
恒
彦
の
う
た

四
日
（
日
）
２
時
神
戸
国
際
会
館

民
音
会
員
・
一
二
○
○
円
曲
目
／
出

発
、
だ
れ
か
が
風
の
中
で
（
木
枯
紋
次

【
☆
神
戸
の
催
し
物
５
月
ご
案
内

型」

ー今

雛 ☆

▲大藤信郎作「幽霊船」

★
神
戸
っ
子
読
者
加
名
様

ア
ニ
メ
映
画
の
会
（
５
月
帽
日
）
に
ご
招
待
ノ
．

大
藤
信
郎
作
品
「
く
必
ら
」
肱
カ
ン
ヌ
国
際
映
画

祭
で
２
等
賞
、
「
幽
霊
船
」
は
ヴ
ェ
ニ
ス
国
際
映

画
祭
で
グ
ラ
ン
・
ブ
リ
を
受
堂
。
優
秀
な
ア
ニ
メ

映
画
観
賞
御
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
◇
氏
名

・
年
齢
・
職
業
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
を
お
書
き
の
上
迩
剛
生

田
区
東
町
二
三
の
一
大
神
ピ
ル
８
Ｆ
月
刊
神
戸

っ
子
編
集
室
ま
で
。
哩
日
〆
切
。

の
☆
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
管
弦
楽
団

廻
日
（
日
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
・
五
○
○
○
円
Ａ
・
四
二
○

○
Ｂ
・
三
四
○
○
円
Ｃ
Ｄ
二
六

○
○
円
Ｄ
・
二
○
○
○
円
指
抑
／

ロ
リ
ー
ン
・
マ
ゼ
ー
ル
曲
目
／
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
側
序
曲
「
エ
グ
モ
ン
ト
」

②
交
群
曲
第
４
番
変
ロ
長
調
③
交

響
曲
第
５
番
ハ
短
調
「
運
命
」

☆
加
藤
登
紀
子
リ
サ
イ
タ
ル

鯛
日
（
木
）
６
昧
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
前
売
・
一
五
○
○
円
当
日
・
一

七
○
○
円

★
サ
ン
テ
レ
ピ
開
局
５
周
年
記
念
ジ
ャ
ズ

イ
ン
コ
ウ
ベ

妬
日
（
土
）
５
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
前
売
・
九
五
○
円
当
日
・
九
九

○
円
出
演
／
渡
辺
貞
夫
カ
ル
テ
ッ

ト
、
猪
仮
孟
サ
ウ
ン
ド
リ
ミ
テ
ッ
ト
、

深
町
純
、
五
輪
真
弓
、
他

☆
ギ
タ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル

妬
日
（
日
）
２
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
無
料
主
雌
／
石
川
栄
一

★
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
・
リ
サ
イ
タ
ル

”
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
・
二
○
○
○
円
Ａ
・
一
五

○
○
円
Ｂ
・
一
○
○
○
円
曲
目
／

第
一
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
／
・
第
二
部
望
郷
の
詩

ｌ
ロ
シ
ア
よ
り
愛
を
こ
め
て
ｌ

★
シ
ュ
ー
プ
リ
ー
ム
ス

犯
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｌ
Ｓ
・
四
五
○
○
円
ｓ
ｏ
二
五
○
○

円
Ａ
・
二
一
○
○
円
Ｂ
・
’
八
○

○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

す
ば
ら
し
く
ナ
ウ
な
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
で

歌
い
踊
る
三
人
の
黒
い
歌
姫
た
ち
。

☆
Ａ
Ｂ
Ｃ
ス
タ
ー
パ
レ
ー
ド

、
日
（
金
）
①
１
時
半
②
５
時
半

神
戸
国
際
会
館
整
理
券
主
催
／
朝

日
放
送
出
演
／
森
昌
子
、
浅
丘
め
ぐ

み
、
三
善
英
二
、
他

☆
嗣
儲
の
伊
画
鼻
コ
ン
サ
ー
ト

誕
日
（
金
）
５
時
半
神
戸
文
化
小
ホ

ー
ル
三
三
○
門
三
田
美
智
子
主
催

〈
演
劇
〉

☆
播
州
歌
舞
伎
ｌ
兵
庫
県
芸
術
祭

皿
日
（
日
）
、
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
五
○
○
円
演
目
／
寿
式
三
番

里
、
一
谷
撤
軍
記
、
義
経
千
本
桜

☆
文
学
座
「
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
」

虹
日
（
火
）
、
躯
日
（
水
）
、
羽
日
（
木
）
、

鯉
（
金
）
６
時
亜
分
泌
日
（
土
）

①
１
時
半
②
６
時
巧
分
労
波
会
員

一
二
○
○
円
出
演
／
江
守
徹
、
倉
野

章
子
、
川
辺
久
造
、
他

”
日
（
金
）
５
時
半
超
日
（
土
）
１

時
神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
三
○
○
円

☆
望
月
美
佐
リ
サ
イ
タ
ル

”
日
（
月
）
①
２
時
②
６
時

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
二
○
○
○
円

☆
Ａ
Ｂ
Ｏ
お
笑
い
大
行
進

鋤
日
（
木
）
①
狸
時
②
２
時
神
戸

国
際
会
館
整
理
券
は
朝
日
放
送
ま
で

５

燃
え
さ
か
る
情
欲
の
ま
ま
に
恋
を
征
服

し
て
ゆ
く
ド
ン
・
フ
ァ
ン
。
生
涯
を
演

劇
に
か
け
た
天
才
的
道
化
モ
リ
エ
ー
ル

の
深
刻
で
、
こ
っ
け
い
な
妖
し
い
喜
劇

☆
「
お
前
に
も
罪
が
あ
る
」

犯
日
（
水
）
調
日
（
木
）
６
時
神
戸

文
化
小
ホ
ー
ル
前
売
・
四
○
○
円

当
日
・
四
五
○
円
主
催
／
劇
団
「
七
」

☆
「
天
平
の
芸
」

型
日
（
金
）
６
時
弱
分
神
戸
国
際
会

館
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○

○
円
Ｃ
・
一
○
○
○
円

☆
「
長
田
の
娘
た
ち
』
ｌ
劇
団
ど
ろ
第

７
回
公
演

茄
日
（
土
）
６
時
半
茄
日
（
日
）
１

時
半
長
田
公
会
堂
前
売
・
四
○
○

円
当
日
・
五
○
○
円

〈
そ
の
他
〉

★
伴
須
美
フ
ラ
メ
ン
コ
リ
サ
イ
タ
ル

７
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
一
五
○
○
円

★
花
柳
流
三
シ
桜
会

哩
日
（
日
）
ｎ
時
神
戸
国
際
会
館

二
○
○
○
円
花
柳
芳
一
。
芳
恵
一
子

★
ア
ニ
メ
映
画
の
会

躯
日
（
金
）
６
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
前
売
・
六
○
○
円
当
日
・
七
○

○
円
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
漫
画
誕
生
、
て

ん
ま
の
と
ら
や
ん
、
く
じ
ら
天
国
や
く

じ
ら
、
幽
霊
船

☆
映
画
会
「
大
樹
の
う
た
」

▲モスクワ国立赤軍合唱団

案

’
3５ 鍵

▲インド映画「大樹のうた日

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



１
３６

１

り
を
歩
い
て
い
る
若
い
女
性
が
ハ
ツ
と
目
に
映
り
ま
す
。
美
人
だ

な
あ
と
思
い
な
が
ら
近
づ
く
と
、
一
七
三
セ
ン
チ
の
私
が
ち
ょ
っ

と
見
あ
げ
ね
ば
な
ら
ま
い
背
丈
。
こ
れ
で
は
最
初
の
印
象
が
こ
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
向
う
正
面
か
ら
や
っ
て
く
る
ブ
ル
ネ
ッ
ト
の

長
い
髪
の
女
性
も
、
色
は
抜
け
る
よ
う
に
白
く
、
足
の
形
も
バ
ッ

グ
ン
、
と
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
真
横
に
来
た
の
で
ち
ょ
っ
と
ふ

り
か
え
っ
た
ら
、
日
本
人
の
想
像
を
絶
す
る
鼻
の
高
さ
。

つ
ま
り
、
日
本
人
が
ベ
ッ
ピ
ン
と
い
う
の
は
、
各
種
サ
イ
ズ
に

お
い
て
、
日
本
人
の
女
性
の
標
準
と
あ
ま
り
遠
か
ら
ず
、
し
か
も

顔
の
感
じ
だ
け
は
白
人
で
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
製
の
女
性
か
、
ミ
ス
・

ワ
ー
ル
ド
の
よ
う
な
人
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
う
狭
く
考

え
て
い
け
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
ベ
ッ
ピ
ン
が
い
た
い
の
は
当
然

で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
、
こ
と
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

オ
フ
ィ
ス
で
働
い
て
い
る
女
性
の
通
勤
着
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｌ
の
そ

れ
に
比
べ
る
と
、
色
彩
デ
ザ
イ
ン
と
も
に
ず
っ
と
地
味
で
す
。
地

味
で
な
い
と
マ
ト
モ
な
職
業
女
性
と
は
見
ら
れ
な
い
し
、
街
を
歩

け
ば
、
道
路
で
働
い
て
い
る
男
性
た
ち
の
口
笛
や
叫
び
声
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
日
本
の
標
準
で
見
る
と
、
化
粧
も
服
装
も

「
世
界
の
都
と
い
う
け
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
来
て
み
て
、
こ

こ
は
全
然
ベ
ッ
ピ
ン
の
お
ら
ん
と
こ
や
な
あ
」
と
失
望
落
胆
し
た

友
人
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
ま
で
も
な
く
、
四
年
前
に
私
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
三
週
間
ば
か
り
滞
在
し
た
と
き
も
、
こ
の
感
を
深

く
し
た
の
で
し
た
。

な
ぜ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
ベ
ッ
ピ
ン
が
い
な
い
か
。
こ
の
疑
問
は

深
く
私
の
胸
の
中
に
あ
っ
て
、
い
つ
か
は
こ
れ
を
解
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
の
こ
と
は
な
い
、
逆
に
「
ベ
ッ
ピ
ン
と

は
何
か
」
を
考
え
れ
ば
解
け
る
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
美
人
の

標
準
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
男
性
（
こ
の
場
合
）

の
年
齢
、
生
育
環
境
、
時
代
の
流
行
な
ど
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま

す
が
、
ま
ず
や
は
り
民
族
、
人
師
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
も
の

で
す
。近

ご
ろ
で
は
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
と
か
ミ
ス
・
ワ
ー
ル
ド
と
か

が
あ
っ
て
、
国
籍
人
種
を
越
え
て
美
人
の
標
準
が
あ
る
と
思
い
勝

ち
で
す
が
、
こ
れ
は
錯
覚
。
や
は
り
民
族
人
種
ご
と
に
異
な
っ
た

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
土
雌
日
の
午
後
、
五
番
街
の
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
前
あ
た
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パ
ッ
と
し
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
た
だ
し
、
他
の
都
市
、

た
と
え
ば
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な
ど
へ
行
け
ば
全
然
別
で
す
。

そ
れ
宏
ら
美
人
は
い
な
い
か
と
い
う
と
、
と
ん
で
も
な
い
。
私

の
会
社
の
あ
る
ビ
ル
は
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
映
画
の
本
社
や
レ
コ
ー
ド

会
社
が
多
く
あ
っ
て
、
出
入
り
す
る
有
名
タ
レ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
オ
フ
ィ
ス
で
受
付
け
や
秘
書
と
し
て
働
い
て
い
た
り
、

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
や
広
告
の
コ
ピ
ー
、
出
版
の
企
画
を
や
っ
た
り

し
て
い
る
若
い
女
性
、
中
年
の
女
性
は
、
実
に
い
き
い
き
と
し
て

美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
昼
食
時
に
、
日
本
女
性
も
好
き
な
サ

ラ
ダ
を
中
心
と
し
た
ラ
ン
チ
を
た
べ
さ
せ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
行
け

ば
、
結
構
こ
う
し
た
人
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
週
日
は
近
く
の
縫
製
加
工
場
で
働
い
て
い
る
、
い
わ
ゆ

る
お
針
子
さ
ん
も
、
友
人
の
結
婚
式
で
も
あ
ろ
う
こ
と
な
ら
、
既

製
品
の
イ
ヴ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
を
う
ま
く
着
こ
た
し
、
プ
リ
ン
セ
ス

の
よ
う
な
髪
に
セ
ッ
ト
し
て
優
雅
に
車
に
乗
っ
て
出
か
け
て
い
き

ま
す
。
つ
い
見
と
れ
る
ほ
ど
で
す
。

さ
て
、
中
流
の
上
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
ま
ず
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
街
角
に
現
わ
れ
ま
せ
ん
。
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
か
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
か
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
も
南
の
方
に
住
ん
で
、
一
流
ホ
テ

ル
で
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
れ
ば
出
て
く
る
く
ら
い
。
家
族
の
だ
れ
か

の
誕
雄
日
で
も
あ
る
の
か
、
そ
ろ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
レ
・
グ

ル
ヌ
イ
ュ
あ
た
り
で
、
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
ワ
イ
ン
の
品
さ
だ
め

を
し
て
い
る
母
と
娘
く
ら
い
に
左
る
と
、
洗
練
さ
れ
た
美
し
さ
が

こ
ち
ら
の
食
欲
ま
で
増
進
す
る
よ
う
で
す
。
も
っ
と
も
、
ご
ち
そ

う
を
食
べ
よ
う
と
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
女
性
は
、
古

今
東
西
を
問
わ
ず
魅
力
が
高
ま
る
も
の
で
す
が
。

次
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
大
人
口
を
占
め
る
黒
人
の
女
性
と
な
る

と
、
ま
あ
日
本
人
は
当
然
だ
れ
も
が
同
じ
よ
う
に
見
え
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
つ
も
同
じ
パ
ス
で
通
勤
し
た
り
、
黒
人

が
圧
倒
的
に
多
い
地
下
鉄
に
乗
っ
た
り
し
て
い
る
と
、
中
に
す
ば

ら
し
い
美
人
が
見
え
る
の
で
す
。
色
気
の
あ
る
女
性
は
そ
れ
な
り

に
、
ま
た
、
服
装
の
趣
味
も
微
妙
左
は
だ
の
色
合
を
生
か
し
た
、

セ
ン
ス
の
行
き
届
い
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
知
的
な
女
性
は
そ

れ
表
り
に
、
ち
ょ
っ
と
見
る
だ
け
で
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

つ
い
で
に
い
う
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
黒
人
上
流
階
級
（
中
企

業
の
社
長
な
ど
）
や
知
的
中
産
階
級
（
大
学
教
授
や
研
究
所
の
研

究
員
）
の
生
活
は
、
白
人
一
般
も
、
も
ち
ろ
ん
我
々
日
本
人
も
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
解
説
の
分
野
に
黒
人

女
性
が
ど
ん
ど
ん
進
出
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
彼
女
た
ち
の
魅

力
は
今
後
ま
す
ま
す
知
ら
れ
る
よ
う
に
ま
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
わ
ず
、
米
国
の
典
型
美
人
は
だ
れ

か
。
中
年
（
と
い
っ
て
も
六
十
歳
前
後
の
よ
う
で
す
が
）
で
は
ル

ー
シ
ー
・
シ
ョ
ー
で
お
な
じ
み
の
ル
シ
ル
・
ポ
ー
ル
。
ち
ょ
っ
と

若
い
と
こ
ろ
で
は
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
コ
メ
デ
ィ
番
組
の
主
役
キ
ャ
ロ
ル
・

バ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
ル
シ
ル
は
大
口
、
キ

ャ
ロ
ル
は
出
歯
。
だ
が
人
気
は
抜
群
。
よ
く
見
る
と
や
っ
ぱ
り
美

人
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
と
な
る
と
「
ベ
ッ
ピ
ン
と
は
な
に

か
」
む
ず
か
し
い
わ
け
で
す
。

鳴
呼
／
・
体
型
不
適
合

’
3７
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パ
ー
・
ム
ー
ン
に
乗
っ
て
ス
ー
ツ
と
舞
台
に
降
り
て
く
る
の
も
一

九
三
○
年
前
後
の
ホ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ズ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
風

景
Ｃ

ポ
グ
ダ
ノ
ピ
ッ
チ
監
督
の
「
ペ
ー
パ
ー
・
ム
ー
ン
」
が
ヒ
ッ
ト

し
た
。
ラ
イ
ア
ン
・
オ
ー
ー
ー
ル
と
テ
ー
タ
ム
・
オ
ニ
ー
ル
こ
の
親

子
共
演
も
話
題
を
生
ん
だ
が
…
…
ペ
ー
パ
ー
・
ム
ー
ン
と
い
え
ば

三
日
月
型
の
紙
の
月
。
そ
れ
が
．
…
：
気
分
を
だ
し
た
。

こ
れ
が
あ
ち
ら
で
は
、
そ
ぞ
ろ
時
代
の
郷
愁
を
呼
ぶ
。
花
王
石

鹸
み
た
い
な
三
日
月
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
、
そ
れ
も
一
九
三
○

年
前
後
の
舞
台
で
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
背
景
の
上
か
ら
ぶ

ら
さ
が
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

長
い
シ
ガ
レ
ッ
ト
・
ホ
ル
ダ
ー
を
片
手
に
白
い
イ
ヴ
ニ
ン
グ
で

そ
の
三
日
月
に
乗
っ
て
降
り
て
く
る
の
は
英
米
き
っ
て
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
・
ス
タ
ー
の
ビ
ア
ト
リ
ス
・
リ
リ
ー
。
こ
れ
は
彼
女
の
一

九
三
○
年
代
の
ト
レ
ー
ド
・
マ
ー
ク
み
た
い
な
も
の
。
ま
た
は
済

い
男
女
が
ウ
ク
レ
レ
片
手
に
ジ
ャ
ズ
伴
奏
で
、
上
か
ら
あ
の
ぺ
－

１
３８

１

淀
川
長
治
〈
映
画
評
論
家
〉

れ九
三
○
年

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ア
メ
リ
カ
は
キ
リ
ス
ト
を
現
代
に
求
め
、
さ
ら
に
全
裸
で
白
い

お
し
り
を
プ
ル
ン
ブ
ル
ン
さ
せ
左
が
ら
街
を
つ
っ
走
る
…
…
そ
の

ヤ
ケ
ク
ソ
。
そ
の
ヤ
ケ
ク
ソ
が
、
今
度
は
懐
し
き
ア
メ
リ
カ
そ
の

良
き
日
を
振
り
か
え
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
と
し
て
生
れ
た
の
が
こ
の

一
九
三
○
年
ム
ー
ド
か
。

そ
れ
で
「
メ
イ
ム
」
と
い
』
２

化
も
一
九
三
○
年
が
時
代
背
景
。

ラ
ッ
セ
ル
主
演
で
映
画
化
さ
れ
生

ム
ー
ン
と
い
え
ば
〃
懐
し
い
／
、
〃

篭:や と
い
う
わ
け
で
ペ
ー
パ
ー
．

当時の舞台にいつもぶら下がっていた「ペーパー。ムーン」

「
メ
イ
ム
」
と
い
う
ヒ
ッ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
映
画

三
○
年
が
時
代
背
景
。
こ
れ
は
か
つ
て
ロ
ザ
リ
ン
ド
・

主
演
で
映
画
化
さ
れ
た
舞
台
劇
「
メ
イ
ム
叔
母
さ
ん
」

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
。
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
映

画
は
一
九
五
八
年
作
。
そ
れ
か
ら
十
五
年
、
再
び
「
メ

イ
ム
」
の
登
場
だ
。

メ
イ
ム
と
い
う
ハ
シ
に
も
ボ
ー
に
も
な
ら
ぬ
陽
気
な

女
の
生
き
方
を
描
い
た
こ
の
作
品
、
こ
ん
ど
は
ル
シ
ル

・
ボ
ー
ル
（
六
十
三
歳
）
の
張
り
切
り
主
演
。

夜
ご
と
パ
ー
テ
ィ
に
明
け
暮
れ
て
、
文
な
し
に
な
る

や
女
友
達
の
世
話
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
に
メ
イ
ム

は
出
る
。
こ
こ
で
も
ペ
ー
パ
ー
・
ム
ー
ン
に
ぶ
ら
さ
が

っ
て
彼
女
は
狂
態
を
見
せ
る
。
そ
し
て
彼
女
の
パ
ー
テ

ィ
で
は
客
の
全
員
が
派
手
に
見
事
に
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン

ス
タ
イ
ル
へ
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を
踊
る
。
そ
の
衣
裳
そ
の
ダ
ン
ス
の
懐
し
さ
。

お
ま
ち
か
ね
ポ
ー
ル
・
一
三
－
マ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
レ
ッ
ド
フ

ォ
ー
ド
の
「
ス
テ
ィ
ン
グ
」
（
一
九
七
四
）
も
一
九
三
○
年
代
の

悪
党
物
語
。
つ
い
で
に
説
明
す
る
と
ス
テ
ィ
ン
グ
と
は
相
手
の
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
金
を
チ
ョ
ロ
ま
か
し
た
瞬
間
の
こ
と
。

こ
の
ロ
バ
ー
ト
・
レ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
と
ミ
ア
・
フ
ー
ノ
ー
ロ
ー
の

「
偉
大
な
る
ギ
ャ
ッ
ッ
ビ
ィ
」
も
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
封
切
が
近
い
。

こ
れ
も
ジ
ャ
ズ
時
代
の
作
品
。
ジ
ャ
ズ
と
一
九
三
○
年
型
の
卓
。

か
く
て
映
画
は
再
び
ジ
ャ
ズ
と
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
を
呼
び
戻
し

婦
人
は
ロ
ン
グ
・
ス
カ
ー
ト
、
紳
士
は
上
着
の
ボ
タ
ン
・
ホ
ー
ル

に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
ス
パ
ッ
ツ
の
靴
に
ス
テ
ッ
キ
と
い
う

時
代
色
。
タ
ッ
プ
・
ダ
ン
ス
に
〃
ブ
ル
ー
・
ス
カ
イ
″
〃
フ
ー
〃

〃
ビ
ギ
ン
・
ザ
・
ビ
ギ
ン
〃
〃
チ
ー
ク
。
ア
ン
ド
・
チ
ー
ク
″
こ

れ
ら
の
メ
ロ
デ
ィ
が
ま
た
も
や
カ
ム
・
バ
ッ
ク
。

思
え
ば
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ノ
の
「
黙
示
録
の
四
騎
士
」
が
神
戸
の
新

開
地
で
封
切
ら
れ
た
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
、
こ
の
映
画
に

「
メ
イ
ム
」
も
一
九
三
○
年
が
舞
台
。
夜
ご
と
パ
ー
テ
ィ
に
明
け
暮
れ
る
ハ
シ
に
も
ボ
ー
に
も
か
か
ら
な
い
女
が
主
人
公
。

９
１
３
１

登
場
の
タ
ン
ゴ
を
〃
え
ら
い
珍
ら
し
い
ダ
ン
ス
や
な
あ
″
と
目
を

パ
チ
ク
リ
と
見
つ
め
た
も
の
で
あ
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ラ
フ
ト
と
キ
ャ
ロ
ル
・
ロ
ン
バ
ー
ト
の
「
ボ
レ
ロ
」

が
昭
和
九
年
に
封
切
ら
れ
た
と
き
も
、
〃
あ
の
踊
り
イ
ッ
チ
ョ
ウ

や
ろ
か
″
と
素
人
衆
が
、
ラ
ベ
ル
の
あ
の
メ
ロ
デ
ィ
の
気
分
を
出

そ
う
と
キ
ザ
に
踊
っ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
二
年
に
封
切
ら
れ
た
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
の
レ
ジ
ナ
ル
ド
・

デ
ニ
ー
の
「
ス
キ
ナ
ー
の
夜
会
服
」
に
は
、
映
画
自
身
が
た
く
み

な
脚
色
で
映
画
館
の
観
客
に
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
の
ス
テ
ッ
プ
の
Ａ

Ｂ
Ｃ
を
伝
授
し
た
。

一
九
二
八
年
（
昭
和
一
一
一
年
）
サ
イ
レ
ン
ト
時
代
の
終
り
に
当
り

ジ
ォ
ー
ン
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
の
「
踊
る
娘
た
ち
」
は
チ
ャ
ー
ル
ス

ト
ン
を
上
か
ら
下
か
ら
横
か
ら
な
な
め
か
ら
カ
メ
ラ
で
見
せ
た
。

こ
こ
ら
で
…
…
ひ
と
つ
神
戸
ま
つ
り
に
、
五
十
組
の
男
女
カ
ッ

プ
ル
が
市
中
を
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
で
派
手
に
ダ
ン
シ
ン
グ
・
パ
レ

ー
ド
な
さ
っ
た
ら
〃
や
っ
ぱ
り
神
戸
は
イ
カ
す
な
あ
，
と
…
・
・
・
大

″
や
っ
ぱ
り
神
戸
は
イ
カ
す
な
あ
″
と
…
・
・
・
大

喝
采
は
受
け
合
い
ま
す
。

映
而
は
恋
愛
だ
け
で
な
く
ダ
ン
ス
の
手
ほ

ど
き
も
い
た
し
ま
し
て
、
再
び
そ
の
懐
し
き

ス
テ
ッ
プ
を
呼
び
戻
し
、
も
は
や
ゴ
ー
ゴ
ー

な
ん
て
古
い
古
い
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



〈
躯
〉

三
角
形
の
び
っ
く
り
Ⅱ
玉
の
Ⅱ
尻
が
下
り
、
鼻
も
だ
ん
ご
が
天

井
向
き
、
分
水
嶺
は
大
陥
没
、
今
は
、
テ
レ
ビ
の
キ
ャ
ッ
シ
ー
ち

ゃ
ん
。
昔
は
、
歌
手
の
淡
谷
の
り
子
大
先
生
。
こ
れ
を
称
し
て
び

っ
く
り
垂
れ
、
と
は
、
こ
れ
如
何
に
？

ど
こ
か
か
ら
見
れ
ば
、
ベ
テ
ィ
デ
ィ
ヴ
イ
ス
張
り
の
美
女
と
見

ま
ど
う
死
角
も
な
く
は
な
い
が
、
よ
く
よ
く
見
れ
ば
、
せ
い
ぜ
い

漫
画
の
ベ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
／
、
現
実
厳
し
く
、
ビ
ッ
ク
リ
垂
れ
目
に

変
り
な
い
。
一
見
、
は
に
か
み
、
無
口
そ
う
だ
が
、
な
に
な
に
大

、
、

口
開
け
ば
、
意
地
悪
根
性
丸
出
し
に
、
悪
口
雑
言
ポ
ン
ポ
ン
と
、

押
し
の
強
さ
は
世
界
一
ノ
．

何
を
匿
そ
う
、
Ｈ
先
生
は
、
恋
愛
指
南
を
飯
の
種
に
、
何
と
か

生
計
樹
て
れ
ば
な
ら
ず
、
お
呼
び
と
あ
れ
ば
、
ラ
ジ
オ
の
悩
み
の

相
談
に
も
顔
を
出
す
と
い
う
忙
し
さ
／
、

「
皆
様
ノ
．
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
何
で
も
相
談
の
お
時
間
で
す
。

今
日
は
、
灘
区
の
二
四
歳
の
悩
め
る
一
女
性
か
ら
の
相
談
が
参
っ

て
居
り
ま
す
の
で
、
早
速
、
女
性
研
究
家
の
Ｈ
先
生
を
お
呼
び
致

し
ま
し
ょ
う
。
も
し
も
し
／
、
こ
ち
ら
ラ
ジ
オ
×
×
の
×
×
ア
ナ

で
す
が
／
・
女
性
研
究
家
の
Ｈ
先
生
で
す
か
？
お
早
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
Ｈ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
は
い
は
い
／
・
女
性
研
究
家
の
Ｈ
で
す
。
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア

’
4０

え
・
浅
野
俊

び
っ
く
り
垂
れ
目

「
そ
れ
で
は
、
悩
み
の
内
容
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
、

×
×
ア
ナ
。

「
私
は
、
今
年
二
四
歳
に
な
る
、
家
雫
手
伝
い
の
女
性
で
す
。
短

大
を
出
て
、
円
年
に
な
り
ま
す
が
、
今
だ
に
結
婚
出
来
ま
せ
ん
。

友
達
は
、
学
生
時
代
か
ら
交
際
し
て
結
婚
し
て
い
る
の
に
、
私

は
、
ど
う
い
う
訳
か
、
相
手
が
決
ま
り
ま
せ
ん
。
実
際
お
見
合
い

の
話
も
い
く
つ
か
あ
り
、
会
っ
て
見
る
の
で
す
が
、
い
い
線
行
っ

て
も
決
ま
り
ま
せ
ん
。
本
当
の
と
こ
ろ
、
あ
せ
っ
て
い
ま
す
。
適

齢
期
は
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
行
く
し
、
ど
う
し
た
ら
、
素
晴
し
い
男

性
が
見
つ
か
る
で
し
ょ
う
か
？
と
い
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
」

女
性
研
究
家
の
Ｈ
先
生
、
さ
っ
そ
う
と
、
開
口
一
番
「
分
り
ま

し
た
…
…
」

と
、
答
え
た
ま
で
は
よ
か
っ
た
が
、
さ
て
、
ど
う
次
を
続
け
た
ら

い
い
の
や
ら
／
、

此
時
、
突
差
に
想
い
出
し
た
の
が
、
誰
あ
ろ
う
。
Ｋ
子
こ
と
、

び
っ
く
り
垂
れ
目
／
、
〈
こ
い
つ
は
い
け
る
ぞ
／
、
〉
「
…
…
で
は
お
答

え
致
し
ま
し
ょ
う
／
、
素
晴
し
い
男
性
に
め
ぐ
り
会
い
た
い
と
、
お

っ
し
ゃ
る
こ
の
方
を
勇
気
づ
け
る
出
来
事
が
、
最
近
起
り
ま
し
た

の
で
、
先
ず
、
御
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
実
は
、
私
の
知
っ
て
い
る
や

こ

こ

は
り
一
一
閥
歳
の
娘
で
、
｝
」
の
娘
に
結
婚
を
申
し
込
む
男
は
、
此
世

広
し
と
い
え
ど
も
お
ら
ん
や
ろ
う
と
、
私
は
確
信
し
て
お
っ
た
、

そ
れ
程
、
こ
の
娘
は
若
い
の
に
、
出
会
っ
た
男
に
、
あ
っ
／
、
出
た

／
，
と
、
胸
元
を
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
を
さ
せ
る
オ
バ
ヶ
と
い
う

か
、
妖
怪
と
い
う
か
、
ひ
ど
い
し
ろ
も
の
で
し
て
、
と
こ
ろ
が
、

妓
近
こ
の
娘
が
結
婚
し
ま
し
て
、
私
は
び
っ
く
り
し
て
い
る
の
で

す
が
、
夢
喰
う
虫
も
好
き
ず
き
と
い
う
か
、
そ
れ
に
相
手
の
男
は

素
晴
し
い
美
男
子
で
…
…
果
し
て
、
相
手
は
、
人
間
か
ど
う
か
、

私
は
半
信
半
疑
な
ん
で
す
」

「
先
生
／
・
そ
ん
な
こ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
い
ん
で
す
か
？
」

〈
い
い
ん
で
す
か
も
、
へ
ち
ま
も
あ
る
も
の
か
／
，
〉

Ｈ
先
生
の
相
談
所
は
、
原
則
と
し
て
、
ブ
ス
は
相
手
に
し
な
い

こ
と
に
し
て
い
る
。
ど
う
見
て
も
、
Ｋ
子
は
ビ
ッ
ク
リ
垂
れ
目
の

ブ
タ
だ
。
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証
文

闘
女
は
、
春
に
見
合
い
、
秋
に
は
結
婚
す
る
相
手
が
必
ず

出
て
来
る
こ
と
に
相
述
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
Ｈ
・
ジ
ラ
ー
ア
回

Ｋ
子
様

巽
は
、
こ
れ
が
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。
彼
女
は
喜
ん
で
規

定
の
料
金
を
払
い
、
幸
福
そ
う
な
結
贈
写
真
ま
で
送
っ
て
来
た
。

そ
し
て
、
Ｈ
先
生
は
、
今
、
彼
女
を
ね
た
に
、
悩
み
の
相
談
で
儲

け
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
は
／
・

ブ
ス
と
美
男
／
、
こ
ん
な
不
公
平
が
あ
っ
て
い
い
の
か
？
一
体

彼
女
は
ど
ん
な
手
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
？

〈
そ
う
だ
／
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
？
〉

Ｈ
先
生
は
、
彼
女
に
日
頃
教
え
て
い
た
く
男
性
独
得
法
〉
を
想

い
出
し
、
ラ
ジ
オ
の
解
答
を
続
け
ま
し
た
。

「
若
い
男
は
、
社
会
に
出
て
、
自
分
が
、
今
後
ど
れ
だ
け
客
観
的

に
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
卿
分
の
才
能
に
一
番
不
安
を
持
っ
て

い
ま
す
。
一
瞬
、
脚
分
は
天
才
的
に
素
晴
し
い
と
思
っ
た
り
、
次
の

瞬
間
に
は
、
僕
は
あ
か
ん
と
思
う
の
が
若
い
男
。
そ
こ
で
一
発
、

例
え
ば
、
×
×
さ
ん
て
才
能
あ
る
の
ね
／
、
声
が
素
晴
し
い
わ
／
，

頑
張
っ
て
ね
／
、
と
い
っ
て
や
る
と
、
若
い
男
は
、
広
い
世
界
で

彼
女
だ
け
が
阿
分
の
理
解
者
で
あ
る
と
思
い
、
こ
の
娘
を
一
生
の

伴
侶
に
し
て
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
道
に
励
も
う
か
と
い
う
気
に
な

っ
て
く
る
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
男
の
弱
点
と
し
て
、
う
ぬ
ぼ
れ

が
強
い
荊
に
、
自
分
の
容
貌
に
は
、
懐
疑
的
で
す
。
で
す
か
ら
、

前
か
ら
見
て
鼻
血
ド
バ
ー
の
男
に
で
も
、
あ
な
た
の
横
顔
素
晴
し

い
わ
／
・
ぐ
ら
い
の
は
っ
た
り
を
か
ま
し
て
、
自
信
を
持
た
せ
て

や
れ
ば
、
効
果
は
て
き
め
ん
で
し
ょ
う
。
決
し
て
、
慌
て
た
り
、

前
途
を
悲
観
な
さ
ら
な
い
様
に
。
人
生
バ
ラ
色
で
す
か
ら
。
こ
う

い
う
方
こ
そ
、
バ
ラ
の
乙
女
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
方
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
」

Ｈ
先
生
、
内
心
で
は
〈
こ
う
い
う
方
こ
そ
、
ビ
ッ
ク
リ
垂
れ
目

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
〉
と
言
っ
て
い

た
。

１
４

一
‐
は
い
、
紙
と
万
年
躯
ノ
」

「
ち
ょ
っ
と
失
礼
／
、
」

急
用
を
側
実
に
、
Ｈ
先
生
、
彼
女
か
ら
逃
げ
出
そ
う
と
し
た
。

「
先
生
／
、
逃
げ
ら
れ
る
ん
で
す
か
？
」

彼
女
は
、
ド
ア
の
所
へ
走
り
寄
っ
て
、
自
ら
か
け
た
鍵
を
背
に

Ｈ
先
生
を
と
う
せ
ん
ぼ
し
た
。

「
別
に
逃
げ
や
し
な
い
よ
ノ
．
」

「
そ
れ
じ
ゃ
、
手
相
見
て
丁
欺
／
，
」

Ｈ
先
生
は
椅
子
に
坐
り
、
彼
女
の
左
手
を
取
っ
た
。

「
先
生
／
、
私
、
恋
愛
で
す
か
、
見
合
い
で
す
か
？
」

「
見
合
い
だ
れ
／
・
」

「
や
っ
ぱ
り
ノ
．
ど
う
せ
見
合
い
で
い
い
で
す
よ
／
、
」

「
そ
う
ひ
が
む
左
／
，
」

「
ひ
が
ん
で
ま
せ
ん
／
、
そ
い
で
、
結
蛎
何
時
頃
に
な
る
か
、
早
く

占
っ
て
下
さ
い
／
，
」

「
川
月
に
、
郷
里
で
、
い
い
人
が
出
て
く
る
。
そ
し
て
九
月
結
婚
」

〈
と
、
で
も
言
っ
て
お
く
の
が
、
最
も
あ
り
う
る
常
識
的
左
線
に

違
い
な
い
／
、
〉

「
ほ
ん
と
で
す
か
？
」
「
ほ
ん
と
／
・
」

「
間
述
っ
て
た
ら
、
ど
う
し
て
く
れ
ま
す
？
さ
あ
さ
あ
、
さ
あ
さ

あ
？
」
「
絶
対
間
違
い
な
い
よ
／
」

「
そ
ん
な
ら
、
証
文
書
い
て
下
さ
い
／
、
」
と
、
び
っ
く
り
Ⅱ
玉
が

近
づ
い
て
来
た
。

「
よ
し
、
灘
く
よ
響
く
よ
、
紙
取
っ
て
？
」
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バカディ今津念パーティ（中央榊さん）

が
行
な
わ
れ
、
神
戸
か
ら
は
キ

ャ
ン
テ
ィ
北
店
（
榊
晴
夫
さ
ん
）

を
含
む
二
店
が
参
加
し
た
。

キ
ャ
ン
テ
ィ
で
は
五
月
一
五

日
ま
で
の
一
カ
月
間
、
バ
カ
デ

ィ
ラ
ム
を
使
っ
た
飲
物
、
バ
ヵ

デ
ィ
コ
ー
ク
を
大
々
的
に
宣
伝

試
飲
会
を
開
催
し
、
サ
ー
ビ
ス

は
２
＋
１
１
２
で
二
杯
に
つ
き

一
杯
を
無
料
提
供
、
又
福
引
そ

の
他
の
楽
し
い
催
物
が
あ
り
ま

す
の
で
一
艇
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み

て
は
？

★
東
府
家
を
よ
ろ
し
く

北
野
町
の
「
い
ろ
り
や
」
上

隣
に
あ
る
東
府
家
は
、
い
ろ
ん

な
お
豆
腐
や
山
菜
料
理
な
ど
の

家
庭
の
味
で
フ
ァ
ン
が
多
い

が
、
昨
秋
経
営
者
の
竹
馬
喜
久

子
さ
ん
か
ら
河
井
多
美
枝
さ
ん

し
た
椅
子
で
飲
む
宮
水
珊
誹

（
近
百
円
）
や
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
（
丘
何
円
）
オ
ー
ル
ド
水

割
（
五
百
円
）
は
心
に
ゆ
と
り

を
与
え
て
く
れ
る
。
神
戸
っ
子

の
店
主
（
川
瀬
喜
代
子
さ
ん
）

で
な
く
て
は
創
れ
ぬ
店
だ
。
会

員
制
入
会
金
一
万
円
。
お
問
合

せ
は
北
野
店
へ
。

☆
キ
ャ
ン
テ
ィ
で
バ
カ
デ
ィ
ラ

ム
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｈ
本
総
代
理
店
コ
ー
ル
ド
ベ

ッ
ク
社
に
よ
る
バ
カ
ー
デ
ィ
ラ

ム
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
四
〃
十

五
Ｈ
よ
り
一
カ
月
間
に
わ
た
り

全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が

こ
れ
に
先
だ
ち
、
三
月
八
、
大

阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
説
明
会

★
大
正
時
代
の
洋
館
蘇
え
る

に
し
む
ら
加
俳
北
野
店

宮
水
川
排
の
に
し
む
ら
珊
眺

店
が
、
４
川
７
Ⅱ
失
わ
れ
て
ゆ

く
神
戸
の
美
し
さ
を
永
遠
に
と

ど
め
た
い
と
、
大
正
時
代
の
洋

風
建
築
の
枠
を
集
め
て
手
焼
き

煉
瓦
の
洋
館
「
に
し
む
ら
珊
誹

北
野
店
」
（
生
田
区
山
本
通
２
丁

目
９
三
星
堂
下
趣
く
二
四
二
〉
二

洲
六
七
３
Ｆ
聯
務
所
〈
二
四
二
〉

一
八
八
○
営
業
時
間
午
前
十
時

ｌ
午
後
十
一
時
迄
）
を
開
店
し

た
。
店
内
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な

落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
の
時
計
や

洋
家
具
、
百
年
た
つ
ア
ー
ル
ヌ

ー
ポ
ー
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
が
奏
で

る
優
し
●
い
音
楽
。
ゆ
っ
た
り
と

〃
蛸
の
壷
″
の
木
村
さ
ん

御
夫
妻
が
昨
年
、
北
野
町
一

宮
交
番
前
の
山
側
に
〃
比
奈

占
多
〃
と
い
う
お
豆
腐
料
理

が
楽
し
め
る
ス
ナ
ッ
ク
を
開

い
た
。冷

奴
、
田
楽
、
湯
豆
腐
、

雷
豆
腐
な
ど
の
他
に
カ
ォ
ャ

ー
ズ
や
お
じ
や
、
鍋
や
き
う

’
4２

ぴっと｡ いん

操

オープンしたにしむら伽排北野店

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

ス
ナ
ッ
ク

比
奈
古
多

生
田
区
北
野
町
六
甲
荘
下

酒
二
四
一
－
一
三
○
六

東府家

古伊万里焼が並んだ楽しい店内

に
バ
ト
ン
を
タ
ッ
チ
し
、
ご
ま

豆
腐
、
湯
豆
腐
、
あ
げ
豆
腐
な

ど
好
み
に
合
わ
せ
た
い
ろ
ん
な

お
豆
腐
料
理
を
ア
ッ
ト
・
ホ
ー

ム
な
〃
お
ふ
く
ろ
の
味
″
を
モ

ッ
ト
ー
に
腕
に
よ
り
を
か
け
て

つ
く
っ
て
く
れ
る
。
こ
れ
か
ら

の
暑
い
季
節
に
は
冷
や
や
つ
こ

や
日
本
酒
、
冷
た
い
ビ
ー
ル
な

ど
が
お
い
し
そ
う
で
す
。

Ｐ
Ｍ
・
５
時
ｌ
午
前
零
時
、
日
咽
休
み

神
戸
市
生
田
区
北
野
三
丁
目
五
三

麓
二
二
一
’
一
一
四
八

ど
ん
な
ど
も
あ
り
、
深
夜
一

時
ま
で
開
い
て
い
る
の
で
空

腹
に
な
っ
た
時
は
有
難
い
。

店
内
に
は
木
村
さ
ん
が
晦

年
か
か
つ
て
集
め
た
と
い
う

古
伊
万
里
焼
が
六
百
種
類
も

棚
に
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
お

り
、
見
る
だ
け
で
と
っ
て
も

楽
し
く
な
る
。

営
業
時
間
午
後
五
時
ｌ

午
前
一
時
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1４３

初夏クフひとときを
二Ｆ里‐で､ お- すこすし下きい

C 川ＳＭ１Ｏ
阪本千里

生田・東門筋東新ビル地階
壷（3 3 1 ）４７３０

第４回神戸まつり協賛

フェスタフラ〆二〆力

５月’８日(土）７:l5p､ｍ９:15p.m.
だ; 湘碍' 篭帰畠蕊謹議嘉
･ を蝋エル・ウィノ " でお楽しみ下さい。

フラメンコの店

鋤β/、
神戸市生田区北野町３丁目４８アニルドマンション１階

念2 4 1 - 1 3 4 4
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●．

ノー＝

おいしさか『
口いつぱいに
ひろがる．…．。

おいしさか『
口いつぱいに
ひろがる．…．。

異
本場の味本場の味

霧
!、＝

理＝宮センター街柳筋店
ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 4 8 . 3 3 1 - 0 5 7 2

画新開地店
ＴＥｌ－．５７６－１１９１

園平野店（平野市場内ノ
ＴＥＬ３６１－０８Ｚ１

亜三宮センター街サンプラザピルＢ］
ＴＥＬ3 9 1 - 3 7 9 3

理＝宮センター街柳筋店
ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 4 8 . 3 3 1 - 0 5 7 2

画新開地店
ＴＥｌ－．５７６－１１９１

園平野店（平野市場内ノ
ＴＥＬ３６１－０８Ｚ１

亜三宮センター街サンプラザピルＢ］
ＴＥＬ3 9 1 - 3 7 9 3

、

1４４
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ミキモト銀座本店の完成予想図

☆
ミ
キ
モ
ト
銀
座
本
店

６
月
中
旬
新
築
オ
ー
プ
ン
ノ
．

養
殖
真
珠
発
明
帥
周
年
を
記

念
し
工
事
を
急
い
で
い
た
ミ
キ

モ
ト
銀
座
本
店
ビ
ル
が
、
い
よ

い
よ
６
月
中
旬
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
黒
の
み
か
げ
石
と
ガ
ラ

ス
で
桃
成
さ
れ
た
シ
ッ
ク
な
建

物
は
新
し
い
ミ
キ
モ
ト
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
り
、
ま
た
銀
座
の

新
名
所
と
も
な
り
そ
う
。

新
し
い
ミ
キ
モ
ト
本
店
に
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
は
も
と

よ
り
、
名
高
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ブ
ラ
ン
ド
も
顔
を
揃
え
、
世
界

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
広
場
つ
ま
り

綜
合
宝
石
店
と
し
て
独
特
の
構

成
、
更
に
優
雅
を
雰
囲
気
と
い

う
設
計
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

神戸百店会
だより寧寧霧 欝騨

珠
の
バ
リ
エ
ｉ
シ
ョ
ン
ー
宝

石
の
詩
」
と
題
し
て
、
田
崎
真

珠
が
皿
新
作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

開
き
ま
し
た
。
今
年
は
真
珠
の

美
し
さ
が
再
認
識
さ
れ
る
年
と

あ
っ
て
、
質
・
量
と
も
す
ば
ら
し

い
展
示
会
に
、
会
場
の
お
客
様

の
中
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
と
沢

山
買
わ
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ

ー
ス
日
本
代
表
の
三
人
の
お
嬢

さ
ん
が
訪
れ
、
宝
石
と
美
人
の

ス
テ
キ
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

145

熱心にみ F てまわるミスロユニバース日本代表

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

蕊
蝉
鋳
鶏
鍵
識
蕊
議
蕊
鍵
鍵
鍵
騨
議
議
瀧
鍵

１
階
は
あ
ら
ゆ
る
リ
ン
グ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
２
階
は
ブ
ロ

ー
チ
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
イ
ヤ
リ

ン
グ
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
、
紳
士

用
装
身
具
な
ど
、
３
階
は
ネ
ッ

ク
レ
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
４

階
は
集
い
の
広
場
と
し
て
の
ホ

ー
ル
、
５
階
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

６
階
は
超
豪
華
な
サ
ロ
ン
ま
た

地
下
１
階
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
も

あ
り
ま
す
。
東
京
へ
行
か
れ
た

時
は
、
ち
ょ
っ
と
お
立
寄
り
に

な
ら
れ
る
と
い
い
で
す
よ
。

☆
位
田
和
恵
さ
ん
の
油
絵
を
展

示
ｌ
風
月
童
さ
ん
ち
か
店

さ
ん
ち
か
ス
イ
ー
ッ
タ
ウ
ン

内
に
あ
る
風
月
堂
の
喫
茶
室
に

位
田
和
恵
さ
ん
の
油
絵
五
点
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
は

Ｏ
０
ｐ
ｇ
６
０

４
月
か
ら
６
月
末
ま
で
。

こ
れ
は
、
ル
ナ
・
ピ
ナ
コ
テ

ィ
カ
（
月
の
美
術
館
）
と
名
付

け
て
、
三
カ
月
ご
と
に
絵
を
か

け
か
え
て
い
る
風
月
堂
型
例
日

の
企
画
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

明
る
い
色
調
の
幻
想
的
な
絵
を

楽
し
め
る
と
い
う
し
ゃ
れ
た
趣

向
に
、
あ
な
た
も
ど
う
ぞ
／

☆
宝
石
の
詩
ｌ
田
崎
真
珠
の

私
新
作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

３
月
弱
、
”
、
犯
日
と
、
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、
「
真

★
元
町
一
番
街
の
れ
ん
が
道
が
完
成
〃
、

４
月
１
日
に
は
坂
井
知
事
が
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
、
通
り
初
造
が
あ
り
ま
し
た
。
初

夏
の
元
ブ
ラ
を
あ
な
た
も
ノ
．

☆
高
級
婦
人
・
紳
士
服
飾
の
セ
リ
ザ
ワ

が
、
機
構
の
整
備
拡
大
と
経
営
の
合
理

化
を
図
る
た
通
、
株
式
会
社
セ
リ
ザ
ワ

よ
り
、
服
飾
販
売
部
門
を
分
離
独
立
さ

せ
、
株
式
会
社
ブ
テ
ィ
ッ
ク
セ
リ
ザ
ワ

を
設
立
し
、
４
月
鵡
日
よ
り
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

☆
品
質
で
定
評
の
あ
る
田
崎
真
珠
神
戸

販
売
部
の
事
務
所
が
、
従
来
本
社
と
同

じ
建
物
で
し
た
が
、
業
務
拡
張
の
た
め

手
狭
に
な
り
、
左
記
に
移
転
し
ま
し
た
。

今
度
の
ピ
ル
に
は
、
落
着
い
た
雰
囲

気
の
サ
ロ
ン
も
あ
り
、
気
軽
に
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
楽
し
過
そ
う
。

新
住
所
ｌ
神
戸
市
葺
合
区
旗
塚
通

７
丁
目
１
の
７
、
成
塚
ピ
ル
３
．
４
．

５
階
、
記
Ｅ
Ｌ
〈
２
３
１
〉
３
３
２
１
代

表☆
今
年
は
４
月
哩
日
が
イ
ー
ス
タ
ー
。

そ
れ
を
お
祝
い
し
て
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

と
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
お
店
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
で
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
玉
子

（
一
五
○
円
’
五
○
○
○
円
）
や
、
写

真
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
と
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
詰
め
合
せ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

（
一
五
○
円
１
五
○
○
○
円
）
を
毎

年
特
別
に
作
り
ま
す
。
黄
や
紫
の
か
わ

い
い
ヒ
ョ
コ
の
お
人
形
が
つ
い
て
い
た

り
し
て
、
子
供
達
や
ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ
の

間
で
な
か
な
か
の
好
評
。
今
年
買
い
そ

こ
ね
た
人
は
、
来
年
の
イ
ー
ス
タ
ー
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
早
め
に
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
へ
ど
う
ぞ
。
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